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卒
業
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
お
め
で
と
う
。 

そ
し
て
、保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご
卒 

業
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆 

さ
ん
は
、
30
ｃ
ｍ×

42
ｃ
ｍ
の
紙
と
い
っ
た
ら
何
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
か
。 

そ
れ
は
、先
ほ
ど
74

名
一
人
一
人
に
心

を
込
め
て
渡
す
こ
と
が
で
き
た
卒
業
証
書
で
す
。
ま
ず
、

一
番
初
め
に
「
卒
業
証
書
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、こ
の
白
銀
中
学
校
を
卒
業
し
た
。つ
ま
り
義
務
教
育

を
終
え
た
と
い
う
こ
と
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
は
、仲
間
と 

「
ス
マ
イ
ル
」
を
熱
唱
し
、文
化
祭
の
成
功
を
た
た
え
あ
っ
た
こ
の
体
育
館
、応
援
合

戦
で
声
を
嗄
ら
し
、当
日
の
大
雨
と
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も
笑
顔
で
友
情
を
確
か

め
あ
っ
た
校
庭
。
毎
日
を
仲
間
と
過
ご
し
た
教
室･･

･

も
う
そ
こ
で
、一
緒
の
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
次
に
、
自
分
の
名
前

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、世
界
中
で
あ
な
た
だ
け
の
証
書
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
明
さ
ん
の
家
族
が
願
い
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
素
敵
な
名

前
、こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
は
、今
ま
で
に
何
百
回
も
何
千
回
も
呼
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
先
ほ
ど
、担
任
の
先
生
が
、皆
さ
ん
の
名
前
を
呼
び
ま
し
た
。
義
務
教
育
最
後

に
呼
ぶ
名
前
だ
か
ら
こ
そ
魂
を
込
め
て
呼
ん
だ
の
で
す
。
次
に
誕
生
日
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
日
に
あ
な
た
は
生
ま
れ
、
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。
誕
生
し
た
日

が
、土
砂
降
り
の
雨
だ
っ
た
と
し
て
も
、凍
え
る
よ
う
な
寒
い
日
だ
っ
た
と
し
て
も
、

今
日
こ
こ
に
参
列
し
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
家
族
は
、そ
の
瞬
間
を
ど
れ
ほ

ど
喜
ん
で
く
れ
た
で
し
ょ
う
。へ
そ
の
緒
が
体
に
巻
き
つ
い
た
り
、
予
定
日
を
過

ぎ
、
お
母
さ
ん
の
陣
痛
を
長
引
か
せ
た
り
、未
熟
児
で
保
育
器
に
入
っ
た
り
、
あ
な

た
と
の
出
会
い
に
嬉
し
く
て
涙
し
た
り
、
あ
な
た
の
命
が
誕
生
し
た
日
は
、た
く
さ

ん
の
人
が
感
動
し
た
日
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
夜
泣
き
を
し

て
寝
付
け
な
い
時
、眠
ら
ず
に
ず
っ
と
そ
ば
で
あ
や
し
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。

病
気
に
な
っ
た
時
、疲
れ
た
顔
を
見
せ
ず
に
、
ず
っ
と
看
病
し
て
く
れ
た
人
が
い
ま

し
た
、悩
み
事
や
心
配
事
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
心
と

裏
腹
の
言
葉
で
傷
つ
け
た
と
き
で
も
、い
つ
で
も
信
じ
、見
守
っ
て
く
れ
た
人
が
い

ま
し
た
。
学
校
生
活
の
中
で
は
、心
が
傷
つ
い
た
時
、一
緒
に
涙
し
、励
ま
し
て
く 

れ
た
仲
間
が
い
ま
し
た
。
意
見
が
食
い
違
い
、ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
も
目
標
に
向

か
っ
て
一
緒
に
頑
張
っ
た
仲
間
が
い
ま
し
た
。
居
残
り
し
て
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た

先
生
。
人
と
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
を
真
剣
に
叱
っ
て
く
れ
た
先
生
、勝
利
に
導
こ

う
と
必
死
に
練
習
を
み
て
く
れ
た
先
生
が
い
ま
し
た
。
命
が
誕
生
し
た
日
か
ら
、た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
見
守
り
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業
証
書
の
真
ん
中
に
は

「
中
学
校
の
課
程
を
卒
業
し
た
こ
と
を
証
す
る
」
と
大
き
く
書
か
れ
、そ
の
日
が
令

和
三
年
三
月
十
一
日
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
務
教
育
最
後
の
一
年
は
臨

時
休
校
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
夏
季
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
に
な
り
、悔

し
さ
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
な
が
ら
も
部
活
動
に
参
加
し
、
後
輩
た
ち
に
指
導
す
る
君

た
ち
。
部
活
動
引
退
式
で
最
後
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
後
輩
た
ち
に
贈
っ
た
温
か
く

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。「
一
泊
入
魂
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
十
和
田
湖
へ
の
修
学
旅
行
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
旅
行
し
た
い
と
い
う
君
た
ち
の
熱
い
思
い
。
行
事
や
学
校
生

活
で
、全
員
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
全
校
を
引
っ
張
り
、決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
仲

間
と
共
に
創
っ
て
き
た
74
年
目
の
白
銀
中
学
校
こ
の
一
年
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ

り
、本
校
の
歴
史
に
燦
然
と
輝
く
一
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
左
端
に
書
か
れ
た
番

号
。
こ
の
番
号
も
明
さ
ん
だ
け
の
番
号
で
す
。こ
れ
は
、
今
か
ら
74

年
前
、
白
銀
中

学
校
第
一
回
生
か
ら
君
た
ち
の
一
万
七
千
四
百
九
十
三
番
ま
で
ず
ー
っ
と
つ
な
が

っ
て
い
る
番
号
で
あ
り
、皆
さ
ん
が
白
銀
中
学
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
一
人
で
あ
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。
将
来
社
会
に
出
た
と
き
、必
ず
白
銀
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

と
出
会
い
、力
を
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。
そ
の
時
に
「
先
輩
・
後
輩
」
と
呼
び
あ
う
証

と
な
る
番
号
で
す
。
三
か
所
に
つ
い
て
あ
る
印
鑑
は
「
卒
業
証
書
」
が
本
物
で
あ
る

と
い
う
「
し
る
し
」で
す
。い
よ
い
よ
旅
立
ち
の
時
で
す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
歩
む

道
、向
か
お
う
と
す
る
社
会
は
決
し
て
優
し
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
挫

折
や
落
胆
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、逆
境
か
ら
逃
げ
ず
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
時
こ
そ
、本
当
の
強
さ
と
優
し
さ
を
身
に
着
け
た
人
へ
と
成
長
し
て

い
る
時
で
も
あ
る
の
で
す
。
白
銀
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、何
度
も
立
ち
上

が
り
、力
強
く
挑
戦
で
き
る
人
へ
、そ
し
て
、君
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
る
よ
う
に
、苦
し
ん
で
い
る
人
や
困
っ
て
い
る
人
に
勇
気
を

も
っ
て
手
を
差
し
の
べ
ら
れ
る
優
し
さ
を
も
っ
た
人
へ
成
長
し
て 

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
自
分
に
出
会
う
た
め
の
ス
タ 

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
皆
さ
ん
の
前
途
に
、幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
お 

祈
り
し
ま
す
。
教
職
員
一
同
、君
た
ち
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
ま 

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。 



        
  
 
 
 
 
 
 
                                  
 
 
 
 
 
     
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本日は僕たちのためにこのような心温まる式を開いてくださりありがとうご 
ざいます。今こうして７４名の仲間とともに無事卒業式を迎えられたことをとて 
も嬉しく思います。今年は新型コロナウィルスの猛威が全世界へ拡大し、僕たちの 
生活に大きな影響をもたらしました。突然の休校と明日がどうなるか予測できな 
い漠然とした不安の中、僕たちは中学校最後の一年を迎えました。僕たち３学年は、お互いに支え合い、全力でぶつ
かり合いながら困難を乗り越えてきました。きっとこの一年は長い人生のなかでも忘れることのない年になるでし
ょう。三年前の春、大きな期待と制服を身にまとい迎えた入学式。学年目標である「愛」「チームワーク」のスローガ
ンの下、新しい生活が始まりました。二年生では、「愛」「チャレンジ」のスローガンの下、一人一人が自立していくた
めに、学年でも取り組んでいきました。職業体験では「働く」ことや「感謝」について学び部活動でも先輩の自覚が
芽生え始めてきました。他人のことを考えず、無責任な行動をとり、指導されることもありましたが、仲間と協力す
ることに喜びを覚えるようになりました。そして迎えた最後の一年。僕たちは新学期を自宅で迎えることになりまし
た。また、様々な行事が中止となり、三年生最後の大会である夏季大会もなくなってしまいました。部活動で出し切
れなかった思いや何もできない現状に悔しさがつのっていきました。しかし、先生方が僕たちのために体育祭や文
化祭など活躍の場面を与えてくださいました。その残されたチャンスの中、今までの思いを糧に三年生全員が必ず
成功させるという決意で臨みました。雨にも負けず、コロナにも負けず両軍全力でぶつかった体育祭。英語の歌詞
にも挑戦した合唱コンクール。二日間にわたり全校一体となって盛り上がった文化祭。どの行事でも一人一人が自
分の個性をいかし、そして仲間と団結し成功をおさめることができました。あのとき味わった喜びや感動は今でも
鮮明に思い出されます。コロナ禍での行事を通して改めて周りに人の支えや仲間の大切さに気付くことができまし
た。振り返ると、今年は濃く短い一年だったと思います。世間からは「可哀そうな学年」「何もできなかった年」だと
思われがちですが、僕はそうは思いません。なぜなら、仲間と熱く燃えた日々、楽しかった思い出が今でも瞼の裏
によみがえってくるからです。何気ない話に盛り上がり笑いあった日々。本気で仲間とぶつかり合えたからこそ心
の底から喜ぶことのできた行事。そのすべてが僕の宝物です。先生方、ひたむきな言葉や熱い思いに何度も励まさ
れ多くの困難も乗り越えることができました。三年間本当にありがとうございました。後輩の皆さん。これまで共に
熱く挑戦してくださりありがとうございました。次は皆さんがこの学校を創り上げていく番です。僕たちが皆さんに
残せたものは多くはありませんでしたが、強い責任感と皆さんの明るさでこれからも白銀中学校を引っ張っていっ
てください。本当にありがとうございました。この困難な年をいつも一緒に乗り越え、支えてくれた家族の存在は
どれほど大きかったことでしょう。弱音を吐いてくじけそうな時も、嬉しくて飛び上がりたい時もいつも寄り添い励
まし、ともに喜んでくれました。ここまで育ててくれて本当にありがとうございました。そして、三年生のみんな、僕                     

はみんなに会えて本当に良かったです。いつもふざけて笑い合っ 
たり、お互いに励まし合ったり、みんなとの３年間は本当に楽しか 

                    ったです。これからは違う道へと進んでいくけれども、僕はみ 
んなのことを思い出して頑張ろうと思います。友達と一緒に過ご 

                     せる時間がどれだけ貴重なものか、そして健康であること、生き 
                     ていることがどれだけ尊いことなのか、その当たり前の生活のあ 
                     りがたさを今、ひしひしと感じています。これから僕たちは新しい 
                     出会いに向けスタートをきります。この仲間たちとともに歩んだ日 
                     々を糧に、自分の可能性をどこまでも拡げ、大きく大きく成長して          

いきます。そして必ず自分の夢を叶えていきます。（Ｒ３、３、11） 

      まさに、「光陰矢の如し」。卒業式での姿を見てい

ると、いつの間に、こんなにも頼もしく凛々しい若者 

になったのかと驚かさせる。「卒業」という言葉の重みをひしひし 

と感じる。３年間楽しいことばかりではなかったはず。多感で心揺 

れ惑う中学時代だからこそ喜怒哀楽に満ちた生活を過ごしたに 

違いない。その一つ一つが彼ら、彼女らの身体をつくり心を育ん 

できた。何一つ無駄なものはないと改めて感じさせられる。本校 

を巣立った卒業生は17,493名となった。これからも「歴史と伝統」 

の名に恥じない学校でありたいと思う。ご支援いただいた保護者 

や地域の皆様に心から感謝したい。 ありがとうございました。 

あとがき 

               

３月 23 日（火）午前 11 時。県教育委員会から人事異
動発表がありました。本校からは５名の職員がご転出とな
りました。本当にお世話になりました。ありがとうございまし
た。 
【異動される先生方】 
◇〇〇 〇〇 先生 本校勤務６年、 ３学年主任 
                三条中学校へ 
◇〇〇 〇〇 先生 本校勤務１年、 １学年副担任 

              大館中学校へ（新採用） 
◇〇〇 〇〇 先生 本校勤務６年(県総合学校教育ｾﾝﾀｰ 

研究員２年含）、白銀南中学校へ 
◇〇〇〇〇〇先生  本校勤務 6 年、非常勤講師 
                学校司書として市内小中学校へ 
◇〇〇 〇〇 先生 本校勤務１年 
                八戸市立中学校に勤務予定 

 

卒業生より卒業記念品をいただきまし 

た。卒業式で〇〇〇君、〇〇〇〇さんが 

卒業生を代表し登壇。｢気化式冷風機２ 

台｣の贈呈目録が読み上げられ、校長に 

手渡されました。ありがとうございました。 



           
４月 19日（日）に予定しておりました第一回保護者参

観日とＰＴＡ総会は昨今の状況を踏まえ中止といたしま
した。なお、保護者参観日につきましては、新型コロナ
ウィルスの収束状況を見て実施したいと考えています。
日程が決まり次第お知らせいたします。 

44 名の新入生を迎え 春満開 

【
生
徒
会
】 

会 
 

長 

留
目 

優
士 

副 

会 

長 

五
戸 

璃
乃 

副 

会 

長 

千
葉 

美
波 

役 
 

員 

根
岸 

吟 

役 
 

員 

水
上 

莉
緒 

役 
 

員 

佐
々
木
圭
汰 

役 
 

員 

犾
守 

瑞
穂 

役 
 

員 

大
沢 

俊
祐 

【
委
員
会
委
員
長
】 

給
食
委
員
会 

梅
澤 

翔
吾 

環
境
委
員
長 

冨
田 

雅
樹 

保
健
委
員
長 

佐
々
木 

暢 

図
書
委
員
長 
小
泉 

瑞
葉 

放
送
委
員
長 
南
上 

な
な 

【
１
学
年
】 

委 

員 

長 

万
谷 
椿 

 

副
委
員
長 

橋
本 

一
花 

 

副
委
員
長 

鈴
木
ひ
な
た 

１
組 

 

室 
 

長 

橋
本 

一
花 

 

副 

室 

長 

松
田 

佳
大 

 

副 

室 

長 

小
田
島
侑
杏 

２
組 

 

室 
 

長 

万
谷 

椿 
 

副 

室 

長 

佐
々
木
瑛
慎 

副 

室 

長  

平
浜 

百
華 

３
組 

 

室 
 

長 

鈴
木
ひ
な
た 

 

副 

室 

長 

家
口 

駿 
 

副 

室 

長  

川
野
輪
香
心 

 

【
２
学
年
】 

 

委 

員 

長 

清
水 

大
地 

 

副
委
員
長 

佐
々
木
美
保 

副
委
員
長 

渡
辺 

和
眞 

１
組 室 

 

長 

大
澤 

栞
子 

副 

室 

長 

木
村 

愛
瑠 

副 

室 

長 

中
村 

璃
玖 

副 

室 

長 

清
水 

春
花 

副 

室 

長 

山
田 

絢
音 

２
組 

 

室 
 

長 

清
水 

音
葉 

 

副 

室 

長 

清
水 

大
地 

副 

室 

長 

佐
々
木
美
保 

副 

室 

長 

渡
辺 

和
眞 

副 

室 

長 

小
平 

花
恋 

【
３
学
年
】 

委 

員 

長 

高
田 

楓 

副
委
員
長 

金
澤 

遥
輝 

副
委
員
長 

大
里 

優
衣 

１
組 室 
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11
月
11
日
、
第
２
回
生
徒
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
議
長
に 

清
水
大
地
君
、
副
議
長
に
小
山
田
麗
菜
さ
ん
、
万
谷
椿
さ
ん
が
選
出 

さ
れ
、
議
長
団
の
進
行
で
各
委
員
長
か
ら
後
期
の
計
画
等
が
発
表
さ 

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
る
と
、
各
委
員
長
に
次
々
と 

質
問
が
出
さ
れ
る
等
、
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い 

う
思
い
が
伝
わ
る
活
発
な
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
生 

徒
会
か
ら
、
白
中
生
の
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
発
表 

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
と
ネ
ッ
ト
時
間
は
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
成
績
は
「
能
力
の
差
で 

は
な
く
努
力
の
差
」
が
大
き
い
と
い
う
結
果
か
ら
、
テ
ス
ト
週
間
中
の
「
ノ
ー
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
メ
デ
イ
ア
と
接
触
す
る
時
間
を
自 

分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
す
る
力
の
獲
得
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
感 

じ
ま
す
。
そ
の
後
、
各
学
年
に
よ
る
話
合
い
が
行
わ
れ
、
全
校
体
制
で 

の
取
組
が
決
定
し
ま
し
た
。
後
期
の
生
徒
会
執
行
部
と
各
委
員
長
の
連 

携
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
生
活
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始 

ま
り
ま
す
。
新
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
挑
戦
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

        
 
 

 

   できない事態に・・・ 

 ４月２０日からの教育活動再開に向けて、 

準備を進めてまいりましたが、新型コロナウィルスの

猛威が止まりません。４月１６日、政府からの

態宣言の発表を受けて、八戸市では臨時休校が

日まで延長されることになりました。学校再開

になり残念ではありますが、感染症拡大防止対策

置であることをご理解いただき、お子様の毎日

と健康観察等に万全を期すとともに、大型連休中

め３密になるような場所への不要不急の外出

ていただきますようご協力をお願いします。 

・連日、各種大会や行事、集会活動が中止

 新型コロナウィルス感染拡大の影響から、以下

事や大会等の中止が決定しています。（４/２０

・ＮＲＴ（学力検査） ・全国学力学習状況調査

・県学習状況調査   ・１次考査 ・家庭訪問

・全ての部活動春季大会 ・グッジョブウィーク

・参観日、ＰＴＡ総会  ・ＰＴＡ歓送迎会 

＊上記以外の変更については、決定次第お知らせします

・休校中の出校日について 

 

 
 
 
 
 
＊ノーインターネット週

間 各学年目標 

 １学年：使用時間 １時

間以内 

 ２学年：使用時間 平日 30 分、休日１時間 

 ３学年：使用時間 １時 間半以内 
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スタートの春に朗報！２年生竹田君 「HAPPY NEWS
家族賞」受賞!  学校賞も受賞!! 
 桜の季節に、うれしい一報が届き 
ました。日本新聞協会は４月 6 日の 
「新聞をヨム日」に合わせ、 
｢HAPPY NEWS 2015」の結果を発 
表。2 年生竹田勇真君が家族賞を受 
賞しました。同賞は、小中高生が親 
と一緒に新聞記事を読んで書いた感 
想文の中で優れた作品に贈られるものです。竹田君親子
が題材にしたのは、ﾃﾞｰﾘｰ東北の記事「カメ吉
へ」。東日本大震災で生き残り、マリエントに避難して
いたアオウミガメのカメ吉が、久慈市のもぐらんぴあに
帰る記事。スタッフのカメ吉を助けようとする優しい心
や、カメ吉の懸命に生きる姿に感動したことをまとめま
し た 。 受 賞 作 品 は 新 聞 協 会 「 よ ん ど く ！ 」
(http://www.yondoku.com)で見ることができます。

 

           
 
 

11 月 26 日、本校体育館におい 

てＰＴＡ主催の教育講演会が開催 

されました。講師は本校ＯＢ、青森

山田高校新体操部監督の荒川栄氏、

｢夢の実現～命の大切さ～」と題し

生徒に挑戦することの大切さを熱く

語ってくれました。荒川先生は、 

白銀中学校入学時、創部されたばかりの

少期の骨折で、肘が真っすぐにならない

で克服し、心の持ち方で、弱点だと思っていたことが逆にストロ

ングポイントに変わることや指導者になってからの

病死による別れを経験したことにも触れ、

験を積むこと」が夢の実現につなが

がり新しい出会いがあると熱いメッセージ

した。自分を成長させるチャンスは目の前にあることに改めて

づかされた講演会でした。ピンチは

        
 
             

             ５月１４日、今年度、八 

            戸市内に採用になった

小・                 に採用に

なった小・ 

            中学校の教員３７名が一

堂に                 

            しての研修会「学級経営基        

            礎講座」が、八戸市総合教

育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１４日、今年度、八戸 

 採用になった 

校、中学校の教員３７名が一堂に会しての新採用教員

研修会「学級経営基礎 

講座」がセンターを会場に行われました。講師は本校

の青木拓哉教諭が務め 

 

 

 八戸市では、市内小・中学校で原則、 
毎週水曜日を「ノー残デー」と設定し、 
部活動等の活動を休止し生徒に向き合 
う時間の確保と生徒、教職員の負担を 
減らす取組を行っています。今年度 
は本校でも、毎週水曜日を部活動休止 
日（ただし、水曜日の体育館使用割り 
当ての部活動のみ活動を認めます）とし、 
教職員一人一人が生徒としっかり向き合い、教

職員が明るく、元気で、意欲をもっ
て教育活動に専念できる環境をつ
りあげていきます。充実した教育活
動が展開できるよう、教職員一丸と
なって頑張りますので保護者の皆
様のご理解とご協力をお願いしま

水梨 悠美慧 先生 
みなさんは、全力を尽くして物事 

をこなしていますか？日常の生活で

全力を尽くすという場面を想像でき

ないかもしれませんが、スポーツや

部活動ではどうでしょう。どこかで 
自分の力を余していませんか。そんな習慣で行動して

いる限り、器（うつわ）は大きくなりません。一分後

の過去ではなく、「今が重要」という考え方ができると

いいですね。“やりなおしがきかねんだなぁ 人生とい

うものは”（相田みつを）。楽しかったと言える毎日を

お互いに過ごしましょう。 

女子陸上部部長 佐々木沙耶 

春季大会では、個人で入賞した人もいるし、自

己ベストを出せた人も多くいたのでよかったで

す。リレーでは１年生も初めて出場しましたが、

練習通りやっていたのでよかったです。共通リレ

ーでは前の大会よりタイムが遅くなっていたの

で、速くなるように課題をもって練習したいと思

います。 
春季大会でだめだったところをすべて改善し

 今週末から始まる市中体夏季大会（21 日～23 日）に向けて選手・応援生が心一つに燃え

ています。その市中体に向けての「壮行会」が、今週木曜日に本校体育館で行われます。３

年生にとっては、３年間の部活動の総決算ともいえる大会であり、引退試合ともなる大会で

す。１年生２年生にとっては、先輩と一緒に活動できる日も間もなく終わります。

いよいよ今週土曜日、東運動公園陸上競技場で開会式が行われ、３日間の熱戦が始まりま

す。今年はどんなドラマを見せてくれるのか、是中健児の活躍から目が離せません。どう

ぞ、保護者の皆様も会場に足を運んで見届けていただければ幸いです。間もなく１学期の締

めくくりの時期を迎えます。今、文武両道に是川中学校が熱く燃えています。

ﾌﾟﾗｶｰﾄﾞ 橋本 望苑 さん(ｿﾌﾄ部主将) 

旗 手  中田 翔太 君 (ﾊﾞｽｹ部主将) 

 開会式の行進では市内 27 校中 17 番目に入場し

ます。ソフトボール部主将の橋本望苑さんが是川

中プラカードをもって先導し、男子バスケットボ

ール部の中田翔太君が旗手を務めます。そのあと

ます。保護者の皆様、是中生、青春の１ページをお

見逃しなく！ 

     
   

 ６月５日、少年非行防止ＪＵ
ＭＰチームの委嘱状交付式が
八戸警察署で開催されまし
た。本校生徒会の黒沢会長と
山下副会長が市内中・高校生
を代表し、誓いの言葉を述べ
た後、各学校のＪＵＭＰチー 

新しい入試制度で行われた2015年度青森県立

高校入試。昨年度までの制度と大きく変わった

点は、９年ぶりに受検機会が原則１回となった

（募集定員に満たない場合再募集を実施）こと

です。今回の試験問題について県教委は、「各教

ムに警察署長より委嘱状が交付されました。 

        佐藤 功 先生 
八戸市立小中野中学校より転任 

      ① 好きな漢字・その理由 
          空・空や雲を眺めるのが好き 
② 趣味・マイブーム 
  ベーコン作り、うどん打ち 
③ ちょっと一言･･･ 
 小中野中学校から転勤してきました。よろしくお 
願いします。２・３年生の理科の授業がメインです 
ので、高校受検・進学に向けて少しでも力になれれ 
ばと思います。ゴールに向かって一丸となって頑張 
っていきましょう。  よろしくお願いします。 
 

           平賀 麻衣子 先生 
        このたび新採用として、五戸町 

立川内中学校へ赴任することにな

りました。一年間という本当に短い

間でしたが、大変お世話になりまし

た。頼りなかったところ、至らなか 
ったところ、多々あったかと思いますが、温かく見守

っていただきありがとうございました。皆さんと過

ごした時間は短かったのですが、とても濃厚な一年

でした。これから養護教諭として新しいスタートを

切ります。是川で学んだことを忘れずに頑張ります。

本当にありがとうございました。 
本校勤務１年 五戸町立川内中学校へ転任 

花 

 

空 

喜びを語る竹田君親子

2016.4.6 ﾃﾞｰﾘ東北 

会 長 宮崎 善幸 （留任）

副会長 舘 さおり （留任）

副会長 櫻田  泰規 （留任）

副会長 小山田 春樹 （新任

書 記 山田 美雪  （留任

会 計 今渕 美穂  （留任）

会 計 角谷 真夕子 （新任

会計監査 副島 洋範  （留任）

会計監査 清水 由香 （留任

おやじの会会長 櫻田  泰規 （留任）
 

          

 
 
  

スクール カウンセラー 亀田 恵美 先生 着任 

女子用スラックス販売開始 
 動きやすさ、寒さ対策等から、女子用の制服スラ 
ックスの販売を＊市内４店舗(2/1～）で開始します。 
価格は 15,000 円（男子と同程度）です。年間を通じ 
てスカート、スラックスのどちらを着用しても構い 
ませんので着用を希望する場合のみ購入ください。 
受注生産のため納品まで１か月程度必要です。 

＊販売店  ラピア、イトーヨーカ堂、シルバースポーツ、ふるかわ洋品店 
 

木       草野 心平 

葉っぱを落とした 

冬の木はいい 

はだかの木々のすがたはいい 

ごつごつした古い木などはとくにいい 

強くおちついていてじつにいい 

霜柱にかこまれて 

寒さのなかに立っている 

はだかの木々の美しさ 

枝々や幹のなかを 

力が流れているような気がする 

夢がいっぱいつまっているような気がする 

白いほのおが燃えているような気がする 

 
    ２月５日（金）、八戸市連合ＰＴＡ臨時代議員総会が八戸

グランドホテルで開催され、本校ＰＴＡ役員清水由香様が

ＰＴＡ活動振興功労者として表彰 

されました。子どもたちの教育環境に大き 

く寄与するＰＴＡ活動において、長い間中心 

的な役割でご尽力いただきました。 

ありがとうございます。 

今後ともよろしくお願いいたします。  
 好きだ 大切だ 分かる 
県国語 64.4％ 93.9% 76.0% 
県社会 69.1％ 83.0% 70.9% 
県数学 60.6% 88.5% 64.5% 
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白中英語白中理科白中数学白中社会白中国語

右表は、県内中学２年
生の調査結果です。
「そう思う」「どちらか
といえばそう思う」の
割合を％で示したも
のです。 ほとんどの
項目で肯定的な回答
が前年度より増加す
るという結果になりま
した。 

下のグラフは、白銀中学校２年生の調査結果です。県の結果と同
じ傾向ではありますが、「理科が好き」と答える生徒が多いのが
特徴です。 
        好きだ     大切だ       わかる 
      「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合 

http://www.yondoku.com/


 
 
 
 
 
金管八重奏…清水(春)、小平、副島、橋場、山本、磯谷、苫米地、清水(響) 

木管八重奏…泉山、木村、山田、千葉、外舘、畑中、今渕、橋本 

我々に身をもって教えてくださいました。今度は我々が、結果 
をだす番です。「受検」 
「５次考査」「立志式」 
「希望式」「卒業式」等 
自分を成長させるチャン 
スは目の前にあります。 
 
 
 
旨を打つ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

＊感染症等の状況により日程を変更する場合があり
ます。ご了承ください。 

 
４月 ６日（火）新任式 
   ７日（水）始業式、入学式 
   ８日（木）新入生歓迎会、知能検査 
  １０日（水）卒業式予行・準備 
        青森県立高校追検査日 
  １１日（木）卒業証書授与式 
  １２日（金）青森県立高校合格発表 
  １７日（水）青森県立高校再募集入試、職員会議        
  １９日（金）青森県立高校再募集合格発表 
        白銀小卒業式、白鴎小卒業式 
  ２０日（土）春分の日 
  ２４日（水）新入生一日入学 
  ２５日（木）生徒委員会 
  ２６日（金）修了式、離任式 
  ２７日（土）学年末、学年始休業 ～ ４/６ 
 

 ６月４日、本校校長室で是川中学校「地域学校

連携協議会」の委嘱状交付式と協議会が行われま

した。この日、地域代表、保護者代表、学校代表の

8 名に委嘱状が交付されました。下舘是川地区青

少協会長が会長に橋本ＰＴＡ会長が副会長に指名

され、第 1 回協議会がスタートしました。最初に、

校長より学校経営方針が示され、今年度の組織や

活動計画の確認が行われました。質疑応答では、

不登校の実情や学力の実態と昨年度の高校入試の

結果や県立高校入試制度の変更点などについて意

見交換が行われました。これから地域密着型教育

の本格的な活動がはじまります。保護者や地域の

皆様方のご支援よろしくお願いいたします。 
【是川中地域学校連携協議会】 
会 長：下舘   敏 様          
副会長：橋本 睦子 様          
委  員：上野 裕正 様  古戸 良一 様 

野沢  秀明 様   川村 晴美 様 
     佐々木久美子 様 小笠原正樹（教務主任） 
事務局：岩村 陽子様（地域密着ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 
     高橋 健（教頭） 

世界遺産 兵馬俑 

日中友好！ 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スタートライン 
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二

月

二

七
日
、
１
学

年

「

希

望

式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当

日

は

保

護

者

参

観

日

と

い

う

こ

と

も

あ

 

四
月
に
実
施
し
た

全
国
標
準
診
断
的
学

力
検
査
（
Ｎ
Ｒ
Ｔ
）
の

結
果
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
ス
ト
は
六
年

生
で
学
習
し
た
内
容

の
理
解
度
を
確
認
す

る
も
の
で
、
全
国
の
中
明日があるさ 下長中には夢がある編 熱唱 

下長中学校の伝統
は文武両道!! 
本物の下長中の生
徒になりたいな･･･ 
がんばれ１年生! 

教師になって初め

ての遠足、佐々木先

生の爽やかな一歩 

ｺﾞｰﾙまであと少し！ 

みんな ガンバレ～!! 

学級全員で一緒にｺﾞｰﾙ 

あれ！ フライング 誰？ 

校長先生を先頭に  

 男  子 

午後はドッジボール対決

に大盛り上がり・・ 

午後の体育館は 

皆の熱気でサウナ状態！ 

世
界
遺
産
兵
馬
俑 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 １ 組 ２ 組 ３ 組 ４ 組 
平均点 85.8 88.8 86.8 84.2 
満点者数 ４人 ２人 ４人 ４人 
獲得ﾎﾟｲﾝﾄ ４２ｐ ５６ｐ ５２ｐ ３２ｐ 
順 位 第 3 位 優勝 準優勝 第 4 位 

 １ 組 ２ 組 ３ 組 ４ 組 
平均点 44.6 46.4 45.4 43.5 
満点者数 14 人 12 人 12 人 8 人 
獲得ﾎﾟｲﾝﾄ ７２ｐ ８６ｐ ７６ｐ ４４ｐ 
順 位 第 3 位 優勝 準優勝 第 4 位 

Ｓ－Ｃｕｐコンテスト社会の結果 

 

実
り
の
秋
に
む
け
て
頑
張
ろ
う
！ 

 
Ｇ
Ｗ
の
校
庭
は
ま
さ 

に
花
盛
り
で
し
た
。
ツ 

バ
キ
や
桜
、
コ
ブ
シ
が 

咲
き
乱
れ
、
美
し
さ
を 

競
っ
て
い
ま
し
た
。
今 

は
散
っ
て
し
ま
い
ま
し 

た
が
、
実
り
の
秋
に
向 

け
、
パ
ワ
ー
を
蓄
え
て 

い
ま
す
。
さ
て
、
二
年 

生
は
ど
ん
な
華
を
咲
か 

せ
る
の
か
な
？
ど
ん
な 

大
き
な
実
を
つ
け
る
の 

か
な
？ 

 

 

五
月
三
十
日
、
予
定
通
り
青
葉
湖
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ウ

ォ
ー
ク
中
、
と
き
お
り
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
天
気
で
し
た
が
、
全
員
元
気
に
完
歩
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
社
会
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校
行
事
で

の
体
験
は
座
学
で
は
決
し
て
学
べ
な
い
貴
重
な
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
実
践
の

場
で
す
。 

ど
ん
な
に
遠
い
道
の
り
も
、
小
さ
な
小
さ
な
一
歩
の
積
み
重
ね
で
し
か
ゴ
ー
ル
に
は

た
ど
り
つ
か
な
い
の
で
す
。
勉
強
も
部
活
動
も
今
の
努
力
と
い
う
一
歩
で
し
か
成
功
へ

の
道
は
な
い
の
で
す
。
困
難
に
負
け
ず
に
ガ
ン
バ
っ
て
ほ
し
い
。
学
年
ス
タ
ッ
フ
の
思

い
に
見
事
に
応
え
た
１
年
生
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。 

  

本日は僕たちのためにこのような心温まる式を開いてくださりありがとうございます。今こうして 7
4 無事卒

業式を迎えられたことをとても嬉しく思います。今年は新型コロナウィルスの猛威が全世界へ拡大し、僕たちの

生活に大きな影響をもたらしました。突然の休校と明日がどうなるか予測できない漠然とした不安の中、僕たち

は中学校最後の一年を迎えました。僕たち３学年は、お互いに支え合い、全力でぶつかり合いながら困難を乗り

越えてきました。きっとこの一年は長い人生のなかでも忘れることのない年になるでしょう。三年前の春、大き

な期待と制服を身にまとい迎えた入学式。学年目標である「愛」「チームワーク」のスローガンの下、新しい生活

が始まりました。二年生では、「愛」「チャレンジ」のスローガンの下、一人一人が自立していくために、学年でも取

り組んでいきました。職業体験では「働く」ことや「感謝」について学び部活動でも先輩の自覚が芽生え始めて

きました。他人のことを考えず、無責任な行動をとり、指導されることもありましたが、仲間と協力することに喜

びを覚えるようになりました。そして迎えた最後の一年。僕たちは新学期を自宅で迎えることになりました。ま

た、様々な行事が中止となり、三年生最後の大会である夏季大会もなくなってしまいました。部活動で出し切れ

なかった思いや何もできない現状に悔しさがつのっていきました。しかし、先生方が僕たちのために体育祭や文

化祭など活躍の場面を与えてくださいました。その残されたチャンスの中、今までの思いを糧に三年生全員が必

ず成功させるという決意で臨みました。雨にも負けず、コロナにも負けず両軍全力でぶつかった体育祭。英語の

歌詞にも挑戦した合唱コンクール。二日間にわたり全校一体となって盛り上がった文化祭。どの行事でも一人一

人が自分の個性をいかし、そして仲間と団結し成功をおさめることができました。あのとき味わった喜びや感動

は今でも鮮明に思い出されます。コロナ禍での行事を通して改めて周りに人の支えや仲間の大切さに気付くこ

とができました。振り返ると、今年は濃く短い一年だったと思います。世間からは「可哀そうな学年」「何もできな

かった年」だと思われがちですが、僕はそうは思いません。なぜなら、仲間と熱く燃えた日々、楽しかった思い出

が今でも瞼の裏によみがえってくるからです。何気ない話に盛り上がり笑いあった日々。本気で仲間とぶつかり

合えたからこそ心の底から喜ぶことのできた行事。そのすべてが僕の宝物です。▼先生方、ひたむきな言葉や

熱い思いに何度も励まされ多くの困難も懲り越えることができました。三年間本当にありがとうございました。

▼後輩の皆さん。これまで共に熱く挑戦してくださりありがとうございました。次は皆さんがこの学校を創り上

げていく番です。僕たちが皆さんに残せたものは多くはありませんでしたが、強い責任感と皆さんの明るさでこ

れからも白銀中学校を引っ張っていってください。本当にありがとうございました。▼この困難な年をいつも一

緒に乗り越え、支えてくれた家族の存在はどれほど大きかったことでしょう。弱音を吐いてくじけそうな時も、嬉

しくて飛び上がりたい時もいつも寄り添い励まし、ともに喜んでくれました。ここまで育ててくれて本当にありが

とうございました。▼そして、三年生のみんな、僕はみんなに会えて本当に良かったです。いつもふざけて笑い

合ったり、お互いに励まし合ったり、みんなとの３年間は本当に楽しかったです。これからは違う道へと進んでい

くけれども、僕はみんなのことを思い出して頑張ろうと思います。友達と一緒に過ごせる時間がどれだけ貴重

なものか、そして健康であること、生きていることがどれだけ尊いことなのか、その当たり前の生活のありがた

さを今、ひしひしと感じています。これから僕たちは新しい出会いに向けスタートをきります。この仲間たちとと

もに歩んだ日々を糧に、自分の可能性をどこまでも拡げ、大きく大きく成長していきます。そして必ず自分の夢

を叶えていきます。 

 



 
 
 各

ク
ラ
ス
の
平
均
点
と
満
点
者
の
人
数

で
一
位
～
四
位
ま
で
の
順
位
を
つ
け

て
、
や
る
気
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
に
国
語
と
社
会
の
二
教
科
で
実
施

し
ま
し
た
が
、
そ
の
二
回
と
も
２
組
が

優
勝
し
Ｓ
カ
ッ
プ
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し

た
。
来
週
月
曜
日
の
数
学
Ｓ
カ
ッ
プ
コ

ン
テ
ス
ト
に
三
連
覇
と
レ
プ
リ
カ
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。
三
連
覇
と
い
う
快
挙

を
達
成
で
き
る
の
か
、
は
た
ま
た
２
組

の
独
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
ク
ラ
ス

が
現
れ
る
の
か
、
４
組
は
ど
ん
底
か
ら

這
い
上
が
れ
る
の
か
？
こ
の
熱
い
戦
い

に
興
味
は
つ
き
ま
せ
ん
。
決
戦
の
日
は

も
う
す
ぐ
、
今
か
ら
ド
キ
ド
キ
で
す
。 


